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Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
で
は
、
調
査
研
究
の
一
環
と

し
て
（
１
）、改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
（
以

下
、「
改
正
法
」）
の
完
全
施
行
か
ら
ち
ょ
う

ど
半
年
が
経
過
し
た
昨
年
一
〇
月
一
日
現
在

に
お
け
る
高
年
齢
者
の
継
続
雇
用
の
状
況
に

つ
い
て
、「
高
年
齢
者
の
継
続
雇
用
の
実
態

に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
し
た
。
以
下
、
そ

の
結
果
概
要（
２
）
を
紹
介
す
る
。
明
ら
か
に

な
っ
た
調
査
結
果
の
特
徴
と
し
て
は
、
継
続

雇
用
制
度（
３
）
を
導
入
し
て
い
る
企
業
の
七

割
が
対
象
者
の
基
準
を
設
定
し
て
い
る
も
の

の
、
実
際
に
は
、
継
続
雇
用
を
希
望
す
る
社

員
の
う
ち
「
ほ
ぼ
全
員
」
が
雇
用
さ
れ
て
い

る
と
す
る
企
業
が
六
割
に
達
し
、
基
準
を
設

け
た
企
業
で
も
「
ほ
ぼ
全
員
」
と
す
る
と
こ

ろ
が
多
か
っ
た
。
当
面
の
課
題
と
し
て
は
、

高
年
齢
社
員
向
け
の
仕
事
の
開
発
と
管
理
職

社
員
の
扱
い
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

調
査
は
、
鉱
業
、
農
林
漁
業
な
ど
一
部
の

業
種
を
除
く
全
国
の
従
業
員
数
三
〇
〇
人

以
上
の
民
間
企
業
五
〇
〇
〇
社
（
東
京
商
工

リ
サ
ー
チ
の
企
業
情
報
か
ら
業
種
・
規
模
別

に
層
化
無
作
為
抽
出
）
を
対
象
に
実
施
し
、

一
一
〇
五
社
か
ら
回
答
を
得
た
（
有
効
回
収

率
二
二
・
一
％
）。
調
査
期
間
は
二
〇
〇
六
年

一
〇
月
二
日
〜
一
六
日
。
回
答
企
業
属
性
は

図
表
１
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

１　

定
年
制
の
状
況

定
年
引
き
上
げ
は
２
％

台
に
と
ど
ま
る

　

最
初
に
、
回
答
企
業
の
定
年
制
の

導
入
状
況
か
ら
み
て
い
く
と
、
定

年
制
が
「
あ
る
」
と
す
る
企
業
が

九
九
・
四
％
と
ほ
と
ん
ど
で
、「
な
い
」

と
す
る
企
業
は
わ
ず
か
〇
・
六
％
で

あ
る
。
定
年
制
が
「
あ
る
」
と
す
る

企
業
に
定
年
年
齢（
４
）
を
尋
ね
る

と
、「
六
〇
歳
」
が
九
四
・
三
％
を
占

め
、「
六
一
〜
六
四
歳
」
が
二
・
八
％
、

「
六
五
歳
以
上
」
が
二
・
六
％
と
、
改
正
法
施

行
後
も
依
然
と
し
て
六
〇
歳
定
年
制
が
主
流

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
図
表

２
）。

　

定
年
制
が
「
あ
る
」
と
回
答
し
た
企
業
に

対
し
、
社
員
の
六
〇
歳
以
降
の
雇
用
を
確

保
し
て
い
く
た
め
に
ど
の
よ
う
な
措
置
を
講

じ
て
い
る
か
（
複
数
回
答
）
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
結
果
は
図
表
３
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

「
定
年
到
達
後
の
再
雇
用
制
度
を
導
入
し
て

い
る
」
が
九
一
・
三
％
と
も
っ
と
も
多
く
、

「
定
年
後
の
勤
務
延
長
制
度
を
導
入
し
て
い

る
」
は
七
・
七
％
、「
定
年
年
齢
を

六
〇
歳
よ
り
上
の
年
齢
に
一
律
に

引
き
上
げ
て
い
る
」
は
二
・
四
％
と

さ
ら
に
低
い
割
合
と
な
っ
て
お
り
、

六
〇
歳
以
降
の
雇
用
確
保
措
置
と

し
て
多
く
の
企
業
が
選
択
し
た
の

は
、
継
続
雇
用
制
度
の
な
か
で
も

特
に
再
雇
用
制
度
で
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

２　

継
続
雇
用
制
度
の　

　
　

適
用
状
況

大
企
業
に
な
る
ほ
ど
基
準
を　

設
定

　

継
続
雇
用
制
度
の
社
員
へ
の
適
用
状
況
を

JILPT「高年齢者の継続雇用の実態に関する企業調査」

継続雇用制度導入の7割で対象者の基準を設定継続雇用制度導入の7割で対象者の基準を設定
ただ6割強が希望する「ほぼ全員」を継続雇用ただ6割強が希望する「ほぼ全員」を継続雇用
継続雇用制度導入の7割で対象者の基準を設定
ただ6割強が希望する「ほぼ全員」を継続雇用
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み
て
い
く
と
、
ま
ず
、
継
続
雇
用
の
上
限
年

齢
を
設
定
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、

図
表
４
の
と
お
り
、
上
限
年
齢
を
「
定
め
て

い
る
」
と
す
る
企
業
が
六
〇
・
三
％
を
占
め
、

「
特
定
の
年
齢
と
せ
ず
、
年
金
に
接
続
す
る

よ
う
段
階
的
に
引
き
上
が
る
よ
う
に
設
定
し

て
い
る
」
が
三
二
・
四
％
で
、「
定
め
て
い
な

い
」
は
六
・
七
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
上

限
年
齢
を
定
め
て
い
る
場
合
の
具
体
的
な
上

限
年
齢
は
、「
六
四
歳
以
下
」
と
答
え
た
企

業
が
八
二
・
八
％
を
占
め
る
（
図
表
５
）。

　

継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
（
制
度
を
活
用

で
き
る
人
）
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
を
み
た
の
が
図
表
６
で
あ
る
。
改
正
法
は

原
則
と
し
て
希
望
者
全
員
の
制
度
と
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
が
、
労
使
協
定
で
選
考
基

準
（
以
下
、
基
準
）
を
策
定
す
れ
ば
対
象
者

を
絞
り
込
む
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
結
果
を

み
る
と
、「
原
則
と
し
て
希
望
者
全
員
」
が

二
四
・
六
％
で
、「
継
続
雇
用
制
度
の
対
象

者
に
つ
い
て
の
基
準
に
適
合
す
る
者
」
が

七
二
・
二
％
と
七
割
以
上
の
企
業
が
基
準
を

設
定
し
て
い
た
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、
基
準
を
設
定
す
る
企

業
の
割
合
は
金
融
・
保
険
業
、
情
報
通
信
業

な
ど
で
比
較
的
高
く
な
っ
て
お
り
、
従
業
員

規
模
別
で
は
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て

高
く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
基
準
を
設
定
し
て
い
る
企
業
に
対

し
、
基
準
の
具
体
的
な
中
身
（
複
数
回
答
）

を
尋
ね
る
と
、「
健
康
上
支
障
が
な
い
こ
と
」

が
八
八
・
七
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で

「
働
く
意
思
・
意
欲
が
あ
る
こ
と
」（
八
三
・
五

％
）、「
出
勤
率
、勤
務
態
度
」（
六
二
・
七
％
）、

「
一
定
の
業
績
評
価
」（
五
七
・
四
％
）
の
順

で
多
か
っ
た
（
図
表
７
）。
基
準
の
内
容
の

自
由
記
述
欄
を
み
る
と
、
健
康
に
関
す
る
基

準
で
は
「
健
康
診
断
結
果
か
ら
産
業
医
が
、
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就
業
上
支
障
が
な
い
と
判
断
し
た
者
」、
出

勤
・
勤
務
態
度
に
関
す
る
基
準
で
は
「
無
断

欠
勤
が
な
い
こ
と
」「
過
去
…
年
間
に
懲
戒
処

分
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
」
と
い
っ
た
内
容

が
多
く
み
ら
れ
、評
価
に
関
す
る
基
準
で
は
、

過
去
数
年
間
の
人
事
考
課
で
「
最
低
評
価
が

な
い
こ
と
」
の
ほ
か
、「
Ｂ
評
価
以
上
で
あ
る

こ
と
」（
５
）
と
い
っ
た
記
述
が
み
ら
れ
た
。

８
割
超
が
希
望
者
の　
　
　
　

７
割
以
上
を
雇
用

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
基
準
の
設
定
状
況
の

な
か
で
、
継
続
雇
用
を
希
望
す
る
社
員
が

ど
の
程
度
い
て
、
ど
の
く
ら
い
の
割
合
の
人

が
実
際
に
継
続
雇
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
を
み
た
の
が
図
表
８
お
よ
び
図
表

９
で
あ
る
。

　

継
続
雇
用
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
定

年
到
達
者
の
う
ち
、
毎
年
、
実
際
に
ど
の
く

ら
い
の
割
合
の
社
員
が
継
続
雇
用
を
希
望
し

て
い
る
か
（
過
去
三
年
間
で
の
お
お
よ
そ
の

平
均
で
）
を
尋
ね
る
と
、「
制
度
を
新
設
し

た
ば
か
り
で
活
用
実
績
が
な
い
」（
一
七
・
八

％
）
と
の
回
答
以
外
で
は
、「
七
〇
％
以
上

九
〇
％
未
満
」
が
一
七
・
六
％
と
も
っ
と
も

多
く
、
次
い
で
「
九
〇
％
以
上
一
〇
〇
％
未

満
」（
一
六
・
八
％
）
の
順
だ
っ
た
。
従
業
員

規
模
別
に
み
る
と
、「
全
員
」
お
よ
び
「
九
〇

％
以
上
一
〇
〇
％
未
満
」
の
回
答
割
合
が
、

規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
低
く
な
っ
て
い
る

の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

希
望
す
る
社
員
の
な
か
で
実
際
に
ど
の

く
ら
い
の
人
が
継
続
雇
用
さ
れ

て
い
る
か
（
過
去
三
年
間
で
の

お
お
よ
そ
の
平
均
で
）
に
つ
い

て
は
、「
ほ
ぼ
全
員
」
と
す
る
企

業
が
六
三
・
七
％
と
も
っ
と
も
多

く
、「
七
割
〜
九
割
」（
二
〇
・
二

％
）
が
次
い
で
多
く
な
っ
て
い
る
。

３　

継
続
雇
用
制
度
の
内
容

勤
務
形
態
の
柔
軟
さ
は       

業
種
で
濃
淡

　

継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
て
い
る
企
業
に

対
し
、
制
度
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
尋

ね
た
結
果
が
以
下
で
あ
る
。
ま
ず
、
継
続
雇

用
後
の
雇
用
形
態
（
複
数
回
答
）
か
ら
み
て

い
く
と
、
図
表
10
の
と
お
り
、「
嘱
託
・
契

約
社
員
」
が
八
三
・
四
％
と
も
っ
と
も
多
く

な
っ
て
い
る
。

　

雇
用
契
約
期
間
は
、
も
っ
と
も
多
い
ケ
ー

ス
一
つ
を
選
択
さ
せ
る
回
答
方
式
で
、
八
割

以
上
（
八
三
・
五
％
）
の
企
業
が
「
一
年
」

と
回
答
し
た
（
図
表
11
）。

　

一
方
、
勤
務
形
態
（
複
数
回
答
）
は
、

図
表
12
の
と
お
り
、「
フ
ル
タ
イ
ム
」
が

八
九
・
一
％
の
企
業
で
導
入
さ
れ
て
い
る

一
方
、「
フ
ル
タ
イ
ム
と
勤
務
日
数
は
同
じ

で
、
一
日
の
勤
務
時
間
が
短
い
」

＝
い
わ
ゆ
る
【
短
時
間
勤
務
】
が

二
二
・
二
％
、「
フ
ル
タ
イ
ム
よ
り

勤
務
日
数
が
少
な
く
、
一
日
の
勤
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務
時
間
は
同
じ
」
＝
い
わ
ゆ
る
【
短
日
数
勤

務
】
が
二
六
・
三
％
、「
フ
ル
タ
イ
ム
よ
り
勤

務
日
数
が
少
な
く
、
一
日
の
勤
務
時
間
も
短

い
」
＝
い
わ
ゆ
る
【
短
日
数
・
短
時
間
勤
務
】

が
一
八
・
七
％
と
、
フ
ル
タ
イ
ム
以
外
の
さ

ま
ざ
ま
な
勤
務
形
態
が
そ
れ
ぞ
れ
二
割
程
度

の
企
業
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、情
報
通
信
業
や
卸
売
・

小
売
業
、
金
融
・
保
険
業
な
ど
で
フ
ル
タ
イ

ム
以
外
の
勤
務
形
態
の
導
入
割
合
が
高
く
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
企
業
に
な
る
ほ
ど
フ

ル
タ
イ
ム
以
外
の
勤
務
形
態
の
導
入
割
合
が

高
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

勤
務
場
所
と
仕
事
内
容
に
つ
い
て
は
図
表

13
お
よ
び
図
表
14
に
み
る
と
お
り
、

勤
務
場
所
（
複
数
回
答
）
で
は
「
通

常
、
定
年
到
達
時
と
同
じ
事
業
所
で

同
じ
部
署
」
が
九
〇
・
一
％
で
も
っ

と
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
仕
事
内
容

（
も
っ
と
も
多
い
ケ
ー
ス
一
つ
を
選

択
さ
せ
る
回
答
方
式
）
で
は
、「
通

常
、
定
年
到
達
時
の
仕
事
内
容
を
継

続
」
が
七
一
・
九
％
を
占
め
、「
各
人

に
よ
っ
て
異
な
る
」
の
二
三
・
三
％

を
大
き
く
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

年
収
水
準
は
定
年　
　

　

到
達
時
の
６
〜
７
割

　

継
続
雇
用
さ
れ
た
後
の
年
収
水
準

を
み
て
い
く
と
、
年
金
や
公
的
給
付

な
ど
の
受
給
も
含
め
た
額
で
み
て
、

定
年
到
達
時
の
年
収
と
比
べ
て
ど
の

く
ら
い
に
な
る
よ
う
に
設
定
し
て
い

る
か
（
も
っ
と
も
多
い
ケ
ー
ス
一
つ

を
選
択
さ
せ
る
回
答
方
式
）
に
つ
い

て
は
、
図
表
15
を
み
る
と
お
り
、「
定

年
到
達
時
の
年
収
の
六
〜
七
割
程

度
」
が
四
四
・
四
％
と
も
っ
と
も
多

く
、「
定
年
到
達
時
の
年
収
の
半
分

程
度
」
が
二
〇
・
四
％
で
続
い
た
。

継
続
雇
用
者
の
賃
金（
６
）
を
決
め
る

に
あ
た
っ
て
特
に
考
慮
し
た
点
（
複

数
回
答
）
を
尋
ね
る
と
、「
定
年
到

達
時
の
賃
金
水
準
」
を
あ
げ
る
企
業

が
四
八
・
〇
％
で
も
っ
と
も
多
か
っ
た
（
図

表
16
）。

　

賞
与
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
図
表
17
を

み
る
と
お
り
、「
賞
与
の
支
給
が
な
い
」
が

三
〇
・
三
％
を
占
め
た
が
、「
す
べ
て
の
継
続

雇
用
者
に
定
率
（
一
定
の
月
数
）
で
支
給
」

が
二
七
・
一
％
、「
継
続
雇
用
後
の
担
当
職
務

に
応
じ
て
支
給
」
が
一
七
・
六
％
な
ど
、「
そ

の
他
」（
九
・
九
％
）
を
除
い
て
も
何
ら
か

の
賞
与
を
支
給
し
て
い
る
企
業
が
合
わ
せ
て
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五
六
・
六
％
に
の
ぼ
っ
た
。

４　

改
正
法
に
対
応
し
た

　
　

取
り
組
み

４
割
の
企
業
が
再
雇
用
制
度
を

新
設

　

改
正
法
の
施
行
に
対
応
し
て
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施
し
た
か
（
複

数
回
答
）
を
み
て
い
く
と
、
図
表
18
の
と
お

り
、
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
が
「
再
雇
用

制
度
の
新
設
」（
四
三
・
六
％
）
で
、
次
い

で
「
再
雇
用
制
度
の
変
更
」（
三
二
・
七
％
）、

「
改
正
以
前
か
ら
改
正
法
の
内
容
で
対
応
済

み
」（
一
八
・
八
％
）、「
勤
務
延
長
制
度
の
変

更
」（
二
・
九
％
）
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

「
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
」、「
定
年
制
の
廃

止
」
を
実
施
し
た
企
業
は
そ
れ
ぞ
れ
わ
ず
か

一
・
八
％
、
〇
・
三
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

改
正
法
へ
の
対
応
策
を
協
議
す
る
際
の
、

労
働
組
合
や
従
業
員
代
表
等
と
の
協
議
の

状
況
は
図
表
19
の
と
お
り
で
あ
る
。「
労
働

組
合
・
従
業
員
代
表
等
と
協
議
し
た
」
が

六
〇
・
三
％
を
占
め
、「
労
働
組
合
・
従

業
員
代
表
等
か
ら
意
見
を
聴
取
し
た
」
が

一
四
・
六
％
で
続
い
て
い
る
。

「
労
働
組
合
・
従
業
員
代
表
等
と
協
議
し
た
」

と
回
答
し
た
企
業
に
対
し
、
最
終
的
な
対
応

策
に
つ
い
て
労
使
合
意
に
至
っ
た
か
否
か
を

尋
ね
る
と
、「
合
意
に
至
っ
た
」
と
す
る
企

業
が
ほ
と
ん
ど
（
九
五
・
六
％
）
だ
っ
た
（
図

表
20
）。

５　

高
年
齢
社
員
の

　
　

活
用
施
策
等

仕
事
の
開
発
は
い
ま
だ　
　
　

検
討
段
階
か

　

本
調
査
で
は
、
高
年
齢
社
員
（
こ
こ
で
は

五
〇
歳
以
上
と
定
義
し
た
）
の
人
材
活
用

な
ど
に
関
す
る
施
策
の
実
施
状
況
も
尋
ね
て

い
る
。
高
年
齢
社
員
の
人
材
活
用
・
キ
ャ
リ

ア
・
処
遇
に
関
す
る
具
体
的
な
施
策
を
一
二

項
目
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
実
施
し

て
い
る
」
か
「
検
討
中
で
あ
る
」
か
「
実
施

も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
か
、
を
答
え
て
も

ら
っ
た
。
結
果
（
図
表
21
）
を
み
る
と
、「
実

施
し
て
い
る
」
と
の
回
答
で
は
「
役
職
定
年

制
・
任
期
制
」（
三
二
・
三
％
）
が
も
っ
と
も

割
合
が
高
く
、「
高
年
齢
社
員
の
体
力
に
配

慮
し
た
職
務
へ
の
配
置
」（
二
八
・
一
％
）、「
高

年
齢
社
員
の
健
康
状
態
の
改
善
」（
二
七
・
四

％
）
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。「
高
年
齢

社
員
に
適
し
た
仕
事
の
開
発
」
は
「
実
施
し

て
い
る
」（
七
・
一
％
）
と
の
割
合
が
そ
れ

ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
が
、「
検
討
中
で
あ
る
」

（
三
一
・
一
％
）
と
の
割
合
が
三
割
を
超
え
、

も
っ
と
も
高
か
っ
た
。

　

高
年
齢
社
員
を
対
象
と
し
た
雇
用
の
場
の

確
保
や
継
続
雇
用
措
置
の
実
施
に
あ
た
っ
て

課
題
と
な
っ
て
い
る
点
（
複
数
回
答
）
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
図
表
22
の
と
お
り
、「
高
年

齢
社
員
の
担
当
す
る
仕
事
を
自
社
内
に
確
保

す
る
の
が
難
し
い
」
が
三
九
・
六
％
と
も
っ

と
も
多
く
、
や
は
り
多
く
の
企
業
で
高
齢

者
向
け
の
仕
事
の
開
発
が
検
討
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
る
結
果
と
な
っ
て
い
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る
。
次
い
で
割
合
が
高
か
っ
た
の
は
「
管
理

職
社
員
の
扱
い
が
難
し
い
」（
三
八
・
九
％
）

で
、「
継
続
雇
用
後
の
処
遇
の
決
定
が
難
し

い
」（
二
四
・
五
％
）
が
続
い
た
。

６　

ま
と
め

　

以
上
か
ら
、
改
正
法
施
行
後
の
六
〇
歳

以
降
の
高
年
齢
者
雇
用
の
状
況
を
要
約
す

る
と
、
完
全
施
行
か
ら
わ
ず
か
六
カ
月
後
の

状
況
で
は
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と

が
で
き
る
。
第
一
に
、
六
〇
歳
以
降
の
雇
用

確
保
措
置
と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
（
九
割
以

上
）
の
企
業
が
継
続
雇
用
制
度
の
な
か
で
も

特
に
再
雇
用
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
で
対
応

し
て
い
る
。
勤
務
延
長
制
度
な
ど
他
の
措
置

の
導
入
割
合
は
す
べ
て
一
〇
％
に
届
い
て
い

な
い
。

　

継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
、

七
割
の
企
業
が
基
準
を
設
定
し
て
い
た
が
、

基
準
の
設
定
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
六
割

の
企
業
が
、
希
望
者
の
う
ち
「
ほ
ぼ
全
員
」

を
実
際
に
は
継
続
雇
用
し
て
い
る
と
回
答
し

た
（
過
去
三
年
間
で
の
お
お
よ
そ
の
平
均
）。

図
表
23
に
あ
る
よ
う
に
、
基
準
を
設
け
て
い

る
企
業
で
も
、
希
望
者
の
う
ち
実
際
に
継
続

雇
用
さ
れ
て
い
る
人
の
割
合
が「
ほ
ぼ
全
員
」

と
す
る
企
業
の
割
合
は
六
割
近
く
に
達
し
、

「
七
割
〜
九
割
」
も
含
め
れ
ば
八
割
に
な
る

こ
と
か
ら
、
通
常
の
社
員
が
ク
リ
ア
す
る
こ

と
が
困
難
な
基
準
を
設
定
す
る
企
業
は
少
な

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

第
二
に
、
継
続
雇
用
制
度
の
基
本
的
な
制

度
内
容
を
み
て
い
く
と
、
▽
雇
用
形
態
＝
嘱

託
・
契
約
社
員
、
▽
勤
務
場
所
＝
自
社
の
定

年
到
達
時
と
同
じ
部
署
、
▽
仕
事
＝
定
年
到

達
時
の
仕
事
内
容
を
継
続
す
る
―
―
と
い
う

の
が
も
っ
と
も
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
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こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

勤
務
形
態
に
つ
い
て
は
、
九
割
の
企
業
が

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
を
設
定
し
て
い
る
一
方

で
、
一
日
の
勤
務
時
間
が
フ
ル
タ
イ
ム
よ
り

も
短
い
短
時
間
勤
務
な
ど
、
フ
ル
タ
イ
ム
以

外
の
勤
務
形
態
を
用
意
す
る
企
業
割
合
も
二

割
前
後
に
の
ぼ
っ
た
。
特
定
の
業
種
に
よ
っ

て
は
、
よ
り
積
極
的
に
、
フ
ル
タ
イ
ム
以
外

の
勤
務
形
態
を
導
入
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
た
。

　

高
年
齢
社
員
の
継
続
雇
用
に
あ
た
っ
て
の

課
題
で
は
、
高
年
齢
社
員
が
担
当
す
る
仕
事

を
用
意
す
る
こ
と
と
管
理
職
だ
っ
た
社
員
の

扱
い
に
、
企
業
は
も
っ
と
も
頭
を
悩
ま
せ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
現
在
、
実
施
し
て
い
る

人
材
活
用
・
キ
ャ
リ
ア
等
に
関
す
る
施
策
を

聞
い
た
設
問
で
は
、「
高
年
齢
社
員
に
適
し

た
仕
事
の
開
発
」
が
回
答
項
目
の
な
か
で
も

っ
と
も
低
い
割
合
（
約
七
％
）
だ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、「
検
討
中
」（
三
割
）
の
割
合

が
、全
項
目
の
な
か
で
も
っ
と
も
高
か
っ
た
。

改
正
法
の
施
行
で
、
継
続
雇
用
の
制
度
整
備

は
先
行
し
て
進
め
た
が
、
職
場
に
お
け
る
高

年
齢
社
員
向
け
の
仕
事
の
開
発
は
と
り
あ
え

ず
後
回
し
と
な
っ
た
面
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

な
お
、
先
に
説
明
し
た
改
正
法
へ
の
対
応

策
を
尋
ね
た
設
問
（
複
数
回
答
、
図
表
18
）

で
、「
改
正
以
前
か
ら
改
正
法
の
内
容
で
対

応
済
み
」
と
回
答
し
た
企
業
を
【
改
正
前
対

応
済
み
企
業
】（
他
と
の
重
複
回
答
も
含
む
）

と
し
、
そ
れ
以
外
の
、
い
ず
れ
か
の
対
応
を

講
じ
た
と
回
答
し
た
企
業
を
【
改
正
後
対
応

企
業
】
と
し
て
、
両
者
の
課
題
認
識
の
違
い

を
図
表
24
の
と
お
り
眺
め
て
み
る
と
、【
改

正
前
対
応
済
み
企
業
】
の
方
が
【
改
正
後
対

応
企
業
】
よ
り
、「
特
に
課
題
は
な
い
」
と

の
回
答
割
合
が
倍
以
上
、
高
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
（
三
二
・
八
％
と
一
四
・
四
％
）（
７
）。

　
【
改
正
前
対
応
済
み
企
業
】
は
、
法
改
正

前
か
ら
自
主
的
に
高
年
齢
社
員
を
活
用
し
て

き
た
企
業
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
先
の
結

果
か
ら
今
後
の
動
向
を（
あ
え
て
楽
観
的
に
）

展
望
す
る
と
、
今
回
の
法
改
正
で
初
め
て
高

年
齢
社
員
の
継
続
雇
用
に
取
り
組
ん
だ
企
業

で
も
、
今
後
そ
の
運
用
を
積
み
重
ね
る
う
ち

に
、
当
面
の
課
題
が
徐
々
に
取
り
除
か
れ
て

い
く
可
能
性
は
高
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
調
査
・
解
析
部　

荒
川
創
太
）

〔
注
〕

1
． 

近
く
、
平
成
一
八
年
度
分
の
研
究
実
績
を
労
働
政

策
研
究
報
告
書
と
し
て
刊
行
予
定
で
あ
る
。
研
究
メ
ン

バ
ー
は
当
機
構
の
藤
本
真
研
究
員
、調
査
・
解
析
部
（
筆

者
ほ
か
郡
司
正
人
主
任
調
査
員
、
遠
藤
彰
調
査
員
）
の

ほ
か
、
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
・
岩
田
克
彦
教
授
、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
・
山
本
克
也
第
四

室
長
、
慶
応
義
塾
大
学
・
山
田
篤
裕
准
教
授
、
敬
愛
大

学
・
高
木
朋
代
専
任
講
師
。

2
．
二
〇
〇
七
年
四
月
二
日
に
公
表
し
た
。
報
道
発
表
資

料
を
当
機
構
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
。

3
．
本
稿
で
は
、
再
雇
用
制
度
お
よ
び
勤
務
延
長
制
度
を

総
称
す
る
際
に
は
「
継
続
雇
用
制
度
」
と
表
記
す
る
。

本
調
査
で
は
、
再
雇
用
制
度
を
「
定
年
年
齢
に
達
し
た

者
を
い
っ
た
ん
退
職
さ
せ
た
後
、
再
び
雇
用
す
る
」、

勤
務
延
長
制
度
を
「
定
年
年
齢
が
設
定
さ
れ
た
ま
ま
、

そ
の
定
年
年
齢
に
到
達
し
た
者
を
退
職
さ
せ
る
こ
と
な

く
引
き
続
き
雇
用
す
る
」
と
定
義
し
た
。

4
．
一
律
の
定
年
年
齢
で
は
な
い
場
合
に
は
、
対
象
者
が

も
っ
と
も
多
い
定
年
年
齢
を
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。

5
．
Ｂ
評
価
以
上
と
い
っ
て
も
評
価
段
階
は
必
ず
し
も
五

段
階
ば
か
り
で
は
な
く
、
七
段
階
や
特
に
記
述
が
な
い

も
の
も
あ
っ
た
。

6
．
こ
こ
で
の
賃
金
は
、
会
社
が
支
給
す
る
賃
金
の
み
を

さ
す
。

7
．
し
か
も
【
改
正
前
対
応
済
み
企
業
】
は
、
継
続
雇
用

制
度
の
対
象
者
に
つ
い
て
も
「
原
則
と
し
て
希
望
者
全

員
」
と
す
る
割
合
が
、【
改
正
後
対
応
企
業
】
よ
り
も

倍
以
上
高
い
（
四
二
・
八
％
と
二
〇
・
〇
％
）。
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特集 ＝「歴史は二度繰り返す？」

 歴史は繰り返すのだろうか？
 
Ⅰ　人口減少と少子社会 
 論文：近世中期の人口減少と少子化対策
 コメント：現代と近世中期の人口減少・少子化対策
Ⅱ　日本企業の国際進出 
 論文：日本企業の国際経営に関する歴史的考察
 ――両大戦間期、中国における内外綿会社
 コメント：見事な知的貢献
Ⅲ　所得格差 
 論文：所得分布の戦前と戦後を振り返る
 コメント：似て非なる戦前・戦後の所得格差
Ⅳ　「資産家」 
 論文：戦前期「資産家」の諸活動とその背景
 コメント：戦前のお金持ちの「公」意識は社会的に
 最適だったのか
Ⅴ　身分格差の撤廃 
 論文：労働者の「身分」について――工職身分格差撤廃と均等処遇
 コメント：働き方の格差と処遇の格差
Ⅵ　賃金体系 
 論文：賃金体系の二層構造
 コメント：賃金管理の課題
 ――唯一望ましい賃金体系は存在するのか
Ⅶ　ＣＩＯの形成 
 論文：ＣＩＯの形成過程――組織原理の対立
 コメント：ＣＴＷの結成は「ＣＩＯの形成」の再版なのか
Ⅷ　外国人労働者 
 論文：日本帝国における移住朝鮮人労働者問題――論議と政策
 コメント：外国人労働者受け入れ問題の今昔
Ⅸ　労働法の制定 
 論文：工場法史が今に問うもの
 コメント：工場法史の現代的意義
総括コメント いま歴史を生きる――総括コメントの試み

特集趣旨

5561 APR. 2007

特集 ＝ 「ここにもあった労働問題」

消費者であることと財・サービスの
　提供者であることの二面性を考える
●インフラストラクチャーと労働
高品質な電気と停電の少なさ
鉄道の労働者が支える安全で正確な運行
ATM24時間稼動に見る「労働」
どこにでもある自動販売機
●規制と労働
医師や看護師の人手不足が発生していること
タクシー規制緩和と労働市場
トラック運輸産業を取り巻く環境と労働実態 
役所に勤めたいの？
●流通産業と労働
日本マクドナルドと人材マネジメント
「ヤマトは我なり」
セブン‐イレブンのパート、アルバイトはなぜ高収益に貢献できるのか？
●教育と労働
高校が就職斡旋をすること――高校がハローワーク？
大学は本人のためだけでなく、社会のために役立っている
「リクナビ」の登場が新卒市場にもたらした光と影
キャリアカウンセリングが近年盛んになっていること
●働く場で起きていること
日本の経営者の所得が低いこと
単身赴任をともなう転勤を従業員が受け入れていること
日本の長時間通勤
ストライキは絶滅したか？
日本の勲章
ボランティア活動の今日的問題

島田尚信・元石一雄
山崎雅男・藤村博之

坂田　幸治
荻山　市朗
久保田章市
市川　英次

遠藤　久夫
玄田　有史
桜木　　隆
中村　圭介

林有珍・江夏幾多郎
西村孝史・守島基博

江夏幾多郎・林有珍・西村孝史・守島基博
勝見　　明

石田　　浩
矢野　眞和
豊田　義博
山本　公子

大竹　文雄
佐藤　　厚
山鹿　久木
藤村　博之
久保　克行
小野　晶子

座 談 会
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神林龍

髙橋美由紀
髙橋重郷

桑原哲也
小池和男

南　亮進
大竹文雄

谷本雅之

森　剛志

久本憲夫
川口　章

森　建資

佐藤博樹

長沼秀世
五十嵐仁

外村 大
中村二朗

渡辺 章
江口匡太

尾髙　煌之助


